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平成19年１月10日発行元気な風がふくまち　　　　　ＮＡＫＡＭＡ　ＣＩＴＹ

今
年
も
広
報
な
か
ま
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

昨
年
ボ
タ
山
か
ら
見
た
初
日
の
出
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新　春

クイズ

20072007年
知 恵 試 し知 恵 試 し

ＨＡＰＰＹＨＡＰＰＹ    ＮＥＷＮＥＷ    ＹＥＡＲＹＥＡＲ ！

2007年
知 恵 試 し

ＨＡＰＰＹ  ＮＥＷ  ＹＥＡＲ ！

市
の
中
心
を
流
れ
る

一
級
河
川
の
名
前
は
？

１
…
曲
川

２
…
遠
賀
川

３
…
堀
川

中間市の面積は？

１… ４.６８H

２…１５.９８H

３…２８.７４H

11月30日現在、中間市
の人口は？

１…１２０,６４２人
２… ６４,８１６人
３… ４７,５２６人

中
間
市
の
市
の
花
は

コ
ス
モ
ス
と
な
に
？

１
…
梅

２
…
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

３
…
パ
ン
ジ
ー

広
報
な
か
ま
の
発
行
日
は

毎
月
２
回
。
10
日
と
い
つ
？

１
…
20
日

２
…
25
日

３
…
30
日

あけましておめでとうございます。今年の干
え

支
と

は亥
い

（いのしし）。
ボタ山に棲

す

むいのししの「ボタちゃん」が、中間市のことをもっと
知ってもらいたいと問題を作ってくれました。
全問正解者の中から10人のみなさんにすてきな賞品を用意。
さて、みなさんいくつ解けるかな？

３５ ４

１Ｑ２ Ｑ

ＱＱＱ

いのししの
「ボタちゃん」
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人権のまちづくりセンター内にある
子育てを応援するところは？

１…子育て支援センター「ころり」
２…子育て支援センター「くるり」
３…子育て支援センター「ぽろり」

ヒント７／10号

中間市は昭和33年に生まれ
ました。50歳になるのはいつ？

１…２００８年
２…２０１０年
３…２０１３年

中
間
市
で
10
月
に

開
催
さ
れ
る
お
祭
り
は
？

１
…
ね
ぶ
た
祭
り

２
…
祇
園
ま
つ
り

３
…
や
っ
ち
ゃ
れ
祭

市
内
の
小
・
中
学
校
を

合
わ
せ
る
と
全
部
で
い
く
つ
？

１
…
８
校

２
…
10
校

３
…
12
校

新しく架け替えられた遠賀橋の
開通式は昨年のいつ？

１…１月21日
２…２月14日
３…３月３日

ヒント２／10号

Ｑ
10

８

Ｑ
７

Ｑ11

６

９Ｑ

Ｑ

Ｑ

昨
年
で
オ
ー
プ
ン
10
年
目
を
迎
え
た
施
設
は
？

１
…
中
間
市
地
域
総
合
福
祉
会
館
　

「
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
」

２
…
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

３
…
中
間
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ーヒ

ン
ト
11
／
10
号

き
り
と
り

きりとり

お手数ですが
５０円切手を
お貼りください

　Ｑ1　　Ｑ2　　Ｑ3　　Ｑ4　　Ｑ5

　Ｑ6　　Ｑ7　　Ｑ8　　Ｑ9　  Ｑ10

  Ｑ11　 Ｑ12　 Ｑ13　 Ｑ14　 Ｑ15

新春クイズ応募用紙

広報を読んでのご感想や掲載してほしいこと、市へのご意見など
なんでも結構です。ご自由にお書きください。

クイズの答え（１～３の番号）を記入してください。



いのししの獅子舞い

き
り
と
り

きりとり

お手数ですがお手数ですが
５０円切手を５０円切手を
お貼りくださいお貼りください

8 0 9 8 5 0 1

中間市役所総務部秘書課

広報広聴係 行

ご
住
所  

　
ご
氏
名   

電 

話

〒

フリガナ

年  

齢 歳

（　　　　　）　　　　　‐

あなたのことをお書きください

右の応募用紙に住所、氏名、年齢、電話番
号、クイズの答え（番号）、ご意見ご感想など
を記入し、点線に沿って切り取り、50円切手
を貼って応募してください。
全問正解者の中から10人のみなさんに賞品
をさしあげます。
なお、正解者多数の場合は厳正な抽選を行
い、当選者を決定します。
当選者の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

●締　切 １月31日（水）・当日消印有効

●問合先 秘書課広報広聴係

●賞　品 砂山農産加工組合
「ほのぼの味噌」
米味噌と合わせ味噌の
セット（各500g）……10名様

【ちょっといい話】
・問題はすべて中間市に関係があるものです。

・昨年発行された広報なかまに答え
があるかも、問題をよく見ると…
・広報バックナンバーはホームペー
ジに掲載されています。

市
内
28
ヵ
所
に
設
置
さ
れ

た
自
動
体
外
式
除
細
動
器
と

は
次
の
う
ち
ど
れ
？

１
…
Ａ
Ｅ
Ｄ

２
…
Ｂ
Ｃ
Ｇ

３
…
Ａ
Ｌ
Ｔヒ

ン
ト
９
／
10
号

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
る
た
め
、
市
内
を
巡
回

し
て
い
る
パ
ト
ロ
ー
ル
車

の
回
転
灯
の
色
は
？

１
…
赤
色

２
…
青
色

３
…
黄
色ヒン

ト
４
／
10
号

昨年から中間市が推進している
新しいキャッチフレーズは？

１…活力とふれあいのあるまち　なかま
２…人にやさしい愛のまち　なかま
３…元気な風がふくまち　なかま

ヒント７／10号

昨年７月に青少年の非行防止を目的と
して発足したチーム名は？

１…やっちゃれ隊
２…安全パトロール隊
３…ふるさとみまわり隊

ヒント８／10号

14

13

15

12

■ご応募お待ちしています■

Ｑ Ｑ

Ｑ
Ｑ
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●国民健康保険に関するお問い合わせは… 健康増進課国保医療係 1（２４６）６２４６

収　入収　入
49億2,7752,775万円万円

支　出支　出
55億4,0944,094万円万円

国保税国保税
1414億1,8851,885万円万円
　　（　　（28.28.7979％）％）

保険給付費保険給付費
33億7,4217,421万円万円
　 （60.960.9％）％）

共同事業拠出金共同事業拠出金
7,7887,788万円（万円（1.1.4141％）％）
 介護納付金介護納付金
2億6,4396,439万円万円
                        （4.4.7777％）％）

保健事業費保健事業費
2,0182,018万円（万円（0.30.36％）％）諸支出金諸支出金

2,3982,398万円（万円（0.0.4343％）％）
繰上充用繰上充用
5億3,8753,875万円万円
    （9.9.7272％）％）

国庫支出金国庫支出金
15億9,2929,292万円万円
　　（　　（32.3333％）％）

老人保健拠出金老人保健拠出金
11億4,4604,460万円万円
　    （20.660.66％）％）

繰入金繰入金
4億485485万円万円
　        （8.8.2222％）％）県支出金県支出金

1億6,9446,944万円万円
（3.443.44％）％）

共同事業交付金共同事業交付金
8,8678,867万円（万円（1.81.8％）％） 諸収入諸収入1,2161,216万円（万円（0.0.2424％）％） 総務費総務費9,6959,695万円（万円（1.1.75％）％）

療養給付費療養給付費
交付金交付金
12億4,0294,029万円万円
　（　（25.175.17％）％）

督促手数料督促手数料
　　　　57万円万円
　（　（0.010.01％）％）

収　入
49億2,775万円

支　出
55億4,094万円

国保税
14億1,885万円
　　（28.79％）

保険給付費
33億7,421万円
　 （60.9％）

共同事業拠出金
7,788万円（1.41％）
 介護納付金
2億6,439万円
            （4.77％）

保健事業費
2,018万円（0.36％）諸支出金

2,398万円（0.43％）
繰上充用
5億3,875万円
  （9.72％）

国庫支出金
15億9,292万円
　　（32.33％）

老人保健拠出金
11億4,460万円
　  （20.66％）

繰入金
4億485万円
　    （8.22％）県支出金

1億6,944万円
（3.44％）

共同事業交付金
8,867万円（1.8％） 諸収入1,216万円（0.24％） 総務費9,695万円（1.75％）

療養給付費
交付金
12億4,029万円
　（25.17％）

督促手数料
　　57万円
　（0.01％）

一人当たり療養諸費用額

区　分

一 般 医 療

退職者医療

老 人 医 療

平成14年度

217,261円

359,466円

882,680円

平成15年度

236,560円

373,998円

912,068円

平成16年度

242,068円

400,966円

951,001円
※資料：保険者別財政診断分析表より
（発行：国民健康保険中央会・都道府県国民健康保険団体連合会）

200,000円

300,000円

400,000円

500,000円

600,000円

平成14年度                     平成15年度                    平成16年度

466,090円 481,710円 495,398円

432,812円 441,082円 452,637円

344,506円 363,273円 370,808円

中間市

福岡県

全  国

●老人医療の増加については、平成14年10月の法改正で老
人医療受給対象者数は減少しているものの、医療費の高
騰および、一人当たりの医療機関での受診回数（重複受
診）の増加が原因と考えられます。
●一般医療の増加については、平成14年10月国民健康保険
制度の改正により75歳未満の被保険者（前期高齢者）に対
する給付も国民健康保険が担うことや、経済の低迷によ
り国民健康保険加入者が増加したことによるものと考え
られます。

一人当たりの費用額（全体）の推移

●国民健康保険制度は、会社の健康保険などに加入できな
い人が、いつでも安心して医療が受けられるように医療
を保障する医療保険です。あなたの収めた保険税はあな
た自身の健康と国民健康保険制度を支えています。
●国民健康保険は、国民健康保険加入被保険者の国民健
康保険税と国庫補助金などで運営さています。近年の
医療需要の増大、医療技術の高度化など､医療費は今
後も増加することが予想され、被保険者（国民健康保
険加入者）としても、応分の負担増が必要であり、多
くの保険者（市町村）では保険税の改定を行っています。

平成17年度国保の収入と支出

すべての人が医療保険に加入することになっています
（国民皆保険制度）。国保は、そうした医療保険の一つで、
各市町村が運営しています。
加入者のみなさんは、医療費の一部（１割から３割）

を負担するだけで医療が受けられ、残りの医療費（９割
から７割）を、国保税と国・県や市町村の負担金などで
賄われています。
国保への加入状況は、被保険者総数19,700人で、その

構成は、一般被保険者9,342人、老人被保険者5,733人、
退職被保険者4,625人となっています。
平成17年度国民健康保険事業の予算額は、58億1,998

万円。決算額は歳入総額49億2,775万円、歳出総額55億

4,094万円で、累積赤字は６億1,319万円であり、単年度
での赤字は7,444万円となります。
厳しい国保財政運営の要因は、医療費の増

ぞう

嵩
すう

、高齢者
の増加、重複受診などであり、保険給付費の総額は33億
7,420万円で前年度から４.９％増加しています。
一人当りの療養諸費用額は、老人医療951,068円（前年

度比４.３％増）、退職医療400,966円（前年度比７.２％増）、
一般医療242,068円（前年度比２.３％増）と、これもまた
年々増加傾向です。
今後も保険事業（生活習慣病の予防など）の充実、医

療費の適正化および国民健康保険税収納率の向上を図
り、なお一層の効率的な運営に努力します。

中間市の
国民健康保険の状況

国民健康保険（国保）は、病気やケガに備えて、
加入者のみなさんが国民健康保険税（国保税）を
納め、病院にかかったときの医療費などに充て
られる、助け合いの制度です。
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保
育
所
と
は

保
育
所
は
、
児
童
福
祉
施
設
で
す
。

幼
稚
園
と
違
い
、
保
護
者
の
事

情
で
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
が
入
所
す
る
施
設

で
す
。

子
ど
も
の
保
育
の
基
本
は
家
庭

で
す
。
保
育
所
は
、
保
護
者
に
代

わ
っ
て
一
時
的
に
子
ど
も
を
保
育

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、
保
護
者
は
保
育
所
と
十
分
に

連
携
を
取
り
合
っ
て
、
子
ど
も
の

成
長
を
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

保
育
に
か
か
る
経
費
の
内
訳

保
育
の
実
施
に
必
要
な
経
費
は
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
保
育

料
、
国
、
県
お
よ
び
中
間
市
で
負

担
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
決
算
で
は
総
額
約

８
億
９
千
９
百
万
円
と
な
り
、
児

童
一
人
当
た
り
１
年
間
に
か
か
っ

た
費
用
は
約
94
万
７
千
円
。

こ
れ
ら
の
費
用
の
内
訳
は
、
保

護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
約
１
億
１

千
９
百
万
円
（
13
・
２
％
）、
国
か

ら
約
２
億
１
千
万
円（
23
・
４
％
）、

県
か
ら
約
１
億
１
千
万
円
（
12
・

２
％
）、
中
間
市
か
ら
約
４
億
６
千

万
円（
51
・
２
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
間
市
の
保
育
料
は

高
い
？
安
い
？

保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
保
育
料
は
、
子
ど
も

の
年
齢
お
よ
び
そ
の
世
帯
の
所
得

税
や
市
民
税
の
課
税
額
で
決
ま
り

ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
が

基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
基
準
ど
お
り
の
保
育
料
と

し
た
場
合
、
最
高
大
で
子
ど
も
一

人
に
つ
き
月
額
８
万
円
も
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
間
市
で
は
、
保
護
者
の
み
な

さ
ん
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
く

す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
国
の
基

準
よ
り
も
平
均
で
約
44
％
低
く
保

育
料
を
設
定
し
、
県
内
で
も
格
段

に
安
い
水
準
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
を
維
持
し

保
育
料
の
見
直
し

中
間
市
で
は
、
昨
年
３
月
、
行

政
運
営
の
理
念
を
「
行
政
管
理
型
」

か
ら
「
行
政
経
営
型
」
へ
、「
行

政
主
導
型
」
か
ら
「
市
民
協
働
型
」

へ
と
転
換
し
、「
自
立
」、「
協
働
」、

「
効
率
」
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
の
も
と
に
持
続
可
能
な
行
財

政
基
盤
の
確
立
と
、
市
民
の
満
足

度
を
高
め
る
成
果
重
視
型
の
行
財

政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
た

「
中
間
市
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
そ
の
取
組
項
目

の
一
つ
と
し
て
、
保
育
料
の
見
直

し
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
公
平
な

受
益
者
負
担
お
よ
び
近
隣
自
治
体

と
の
格
差
是
正
も
ふ
ま
え
て
、
平

成
19
年
４
月
に
保
育
料
を
引
き
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

16
年
ぶ
り
の
見
直
し

３
人
目
は
無
料
に

本
格
的
な
保
育
料
引
き
上
げ
は
、

平
成
３
年
以
来
16
年
ぶ
り
。

従
来
よ
り
高
い
保
育
料
と
な
り

ま
す
が
、
引
き
上
げ
後
も
国
基
準

よ
り
低
く
抑
え
、
県
内
他
市
町
村

と
比
較
し
て
安
い
額
と
い
う
の
は

引
き
続
き
維
持
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
施
策
の
一

環
と
し
て
、
新
た
に
、
同
一
世
帯

で
３
人
以
上
保
育
園
に
通
園
し
て

い
る
場
合
は
、
３
人
目
か
ら
の
保

育
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
保
育
料
改
定
に
よ
り
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は

大
変
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
今
後
も
保
育
行
政
の

効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
更
な
る

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保育料が
変
わ
る

16
年
ぶ
り
―
―
。
今
年
４
月
に
保
育
料
が
変
わ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

充
実
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平成19年4月からの保育所
入所申込受付を行います。

●保育所入所基準
保護者や同居の16歳以上65歳未満の

祖父母、親族、同居人が…
○会社勤務、自営業など仕事に従事し
ている。
○病気や障害などで、保育が困難。
○就学や、就労のための研修を受けて
いる。

などにより、家庭で保育してもらうこと
ができない子どものみ入所が可能です。

●提出書類
１. 保育所入所申込書
２. 保育所入所申込補助表
３. 勤務等証明（申告）書
４. 平成18年分源泉徴収票または確定
申告書の控え

※上記以外の書類が必要な場合もあり
ます。

●受付期間
１月15日（月）～２月９日（金）
※土・日曜日は除きます。

●受付時間
午前８時30分～午後５時

※２月５日（月）～７日（水）は、午後８
時まで受け付けます。

●受付場所
こども育成課子育て係（市役所本館１階）
※現在、保育所入所児童がいるご家庭
については、各保育園を通じて連絡し
ますので、新規入所児童分もあわせて
保育園に提出してください。

　項　　目

保育料水準

階層区分

年齢区分

同一世帯で
保育園通園
児童３人目以降

　　　　現　　　　行

国基準の約56％
（44％軽減）

14区分
（母子世帯などを含み18区分）

３歳未満児、３歳児、４歳以上児
（３区分）

徴収金額表の４分の１の額

　　　改　　定　　後

国基準の約70％
（30％軽減）

７区分
（母子世帯などを含み９区分）
※国基準と同じ区分

３歳未満児、３歳以上児
（２区分）
※国基準と同じ区分

無料

■保育料改定の主な内容

■平成19年4月からの保育所徴収金額表

各月初日の在籍保育児童の属する世帯の階層区分

階層

区分

Ａ

Ｂ１

Ｂ２

Ｃ１

Ｃ２

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

定　　　　　義

※同一世帯入所児童２人目は半額、３人目からは無料となります。

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）

非課税世帯で注１に掲げる世帯

非課税でＢ１以外の世帯

課税で注１に掲げる世帯

課税でＢ１以外の世帯

64,000円未満

64,000円以上

160,000円未満

160,000円以上

408,000円未満

408,000円以上

国基準

0

0

9,000

18,500

19,500

30,000

44,500

61,000

80,000

中間市

0

0

4,000

10,000

11,000

18,000

27,000

27,000

27,000

　　徴  収  額（月額）
　　　　　　　　     単位：円

Ａ
階
層
お
よ
び
Ｄ
階
層
を
除
き
、

前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
額
の

区
分
が
次
の
区
分
に
該
当
す
る
世
帯

Ａ
階
層
を
除
き
、
前
年
分
の

所
得
税
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
、

そ
の
所
得
税
の
額
の
区
分
が

次
の
区
分
に
該
当
す
る
世
帯

中間市

0

0

6,000

12,000

13,000

21,000

31,000

42,000

56,000

国基準

0

0

6,000

15,500

16,500

27,000

41,500

58,000

77,000

３歳以上児３歳未満児

注１　Ｂ階層およびＣ階層に属している世帯のうち、母子家庭、父子家庭、在宅障害児（者）の
　　　いる世帯は、それぞれＢ１階層、Ｃ１階層となります。
注２　階層区分認定の基礎となる課税額は、住宅取得等特別控除・配当控除・外国税額控除の
　　　適用はありません。

●保育に関するお問い合わせは… こども育成課子育て係 1（２４６）６２４８

7



「
ま
じ
う
け
る
く
な
い
〜
」

こ
れ
は
、
私
の
身
近
な
友
だ
ち
と
の

会
話
で
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

私
は
今
、
と
て
も
気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
言
葉
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
中
で
も
特
に
十
代
が
使
う
、

俗
に
言
わ
れ
る
「
若
者
言
葉
」
が
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
に
は
、
物
事
を
表
現
す
る
為
の

正
し
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
若
者
言
葉
と
い
う
も
の
が

生
ま
れ
た
の
だ
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
…
。

こ
の
疑
問
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

例
え
ば
、「
俺
、
お
前
の
こ
と
好
き
み

た
い
な
ん
よ
…
」
こ
ん
な
告
白
を
さ
れ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
好
き
と
素
直
に

言
え
ば
い
い
の
に
恥
ず
か
し
い
、
だ
か

ら
「
好
き
み
た
い
な
」
と
言
っ
て
し
ま

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
若
者
言
葉
は
確
か
な

答
え
を
不
確
か
に
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
こ
そ
が
自
分
を
一
番
表
現
で
き
る

言
葉
で
す
。

つ
ま
り
、
若
者
言
葉
が
生
ま
れ
た
の

は
、「
自
分
を
最
適
に
表
現
す
る
た
め
」

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
思
い
を
、
オ

ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
、
友
だ
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
最
適
に
保
と
う

と
し
て
使
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

私
は
現
在
、
中
学
三
年
生
で
世
間
で

言
わ
れ
る
若
者
の
真
っ
只
中
に
い
ま
す
。

友
だ
ち
と
話
を
し
て
い
る
と
き
、
若
者

言
葉
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

十
代
は
、
一
番
周
り
に
流
さ
れ
や
す

い
年
ご
ろ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
、
裏
返
し
て
言
え
ば
周
り
の
こ
と

を
気
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
思
い
を
オ
ブ

ラ
ー
ト
に
包
ん
で
伝
え
ま
す
。
そ
ん
な

若
者
言
葉
の
感
染
こ
と
が
、
十
代
の
象

徴
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
今
、
若
者
言
葉
は
社
会
で
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
親
と
話
し
て
い
る

と
き
に
使
っ
て
し
ま
う
と
、「
そ
ん
な
言

葉
を
使
っ
て
は
ダ
メ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
と
き
、
私
は
心
の
中
で
こ
ん
な

こ
と
を
思
い
ま
し
た
。「
な
ん
で
？
な
ん

で
分
か
っ
て
く
れ
ん
の
？
何
も
分
か
っ

て
な
い
や
ん
。
み
ん
な
普
通
に
使
い
よ

る
言
葉
な
ん
や
し
、
別
に
い
い
や
ん
！
」

と
…
。

子
ど
も
た
ち
の
瞳
に
映
る
も
の

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

「十代の言葉考」

牧田玲奈さん
（中間東中学校３年）

少年の主張・福岡県大会
優秀賞受賞作品
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こ
ん
な
こ
と
を
強
く
思
う
私
で
す
が
、

一
方
で
は
、
昔
の
時
代
が
作
り
あ
げ
た

言
葉
が
私
の
耳
に
と
て
も
心
地
よ
か
っ

た
り
し
ま
す
。

私
は
、「
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
」
と
い
う

本
を
よ
み
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
、

紫
式
部
の
書
い
た
源
氏
物
語
の
世
界
に

引
き
こ
ま
れ
、「
こ
ん
な
美
し
い
言
葉
が

あ
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。例

え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
タ
イ
ト

ル
に
あ
た
る
「
帖
名

ち
ょ
う
め
い

」
で
す
。
桐
壺
、

空
蝉
、
若
紫
な
ど
の
言
葉
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
、
話
の
主
人
公
の
性
格
や
容
姿
ま

で
も
的
確
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
言
葉
が
千
年
も
の
時
を
超

え
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
の
は
、
日
本

語
に
は
「
和
」
の
心
、
す
な
わ
ち
趣
や

お
も
し
ろ
味
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
さ
す
が
に
、「
帖
名
」
な
ど
は
日
常

生
活
で
使
わ
れ
た
り
は
し
ま
せ
ん
が
、

風
情
を
表
現
し
た
り
す
る
と
き
な
ど
に
、

用
い
る
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

美
し
い
日
本
語
、
和
の
心
の
あ
る
日

本
語
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
心
も
深

ま
る
気
が
す
る
。

一
方
、
若
者
言
葉
は
、
自
分
を
表
現

で
き
る
言
葉
で
す
。
人
と
話
を
し
て
い

て
、
自
分
の
思
い
を
素
直
に
表
現
で
き

る
ぴ
っ
た
り
し
た
語
彙

ご

い

が
見
つ
か
ら
な

い
と
き
、「
み
た
い
な
」
や
「
的
な
」
と

い
う
若
者
言
葉
は
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
か
に
、
心
の
細
部
ま
で
を
写
し
だ

す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
思
い
を
伝
え
る
こ
と
諦
め
て
は

い
な
い
若
者
た
ち
の
ツ
ー
ル
が
若
者
言

葉
と
い
え
る
の
で
す
。

ま
た
、
表
現
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
自

分
の
心
は
、
美
し
い
日
本
語
を
知
る
こ

と
で
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

私
の
理
想
は
、
若
者
同
士
で
話
す
と

き
は
若
者
言
葉
を
使
い
な
が
ら
も
、
場

に
応
じ
た
言
葉
を
使
う
こ
と
。
さ
ら
に
、

自
分
の
心
を
豊
か
に
し
た
り
深
め
た
り

す
る
為
に
も
、
美
し
い
日
本
語
を
た
く

さ
ん
知
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
大
人
に
は
、
若
者
言
葉
を
使

う
若
者
に
対
し
て
、「
そ
ん
な
言
葉
を
使

っ
て
は
ダ
メ
」
と
一
刀
両
断
に
切
り
捨

て
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。
若
者
言
葉
は
、

私
た
ち
若
者
に
と
っ
て
、
自
分
を
一
番

表
現
で
き
る
言
葉
な
の
で
す
か
ら
…
。

こ
れ
か
ら
の
将
来
を
担
う
今
の
十
代

に
、
正
し
い
日
本
語
を
使
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

若
者
言
葉
を
使
う
な
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
自
分
も
含
め
社

会
人
と
な
り
社
会
で
働
く
と
き
に
、
若

者
言
葉
で
会
話
す
る
の
は
辞
め
て
い
こ

う
と
い
う
事
で
す
。

せ
っ
か
く
昔
の
人
々
、
社
会
が
作
っ

た
趣
や
お
も
し
ろ
味
の
あ
る
日
本
語
が

あ
る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
言
葉
で
会
話

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
自
分
を
表
現
し
な
が
ら
も
、

美
し
い
日
本
語
の
あ
る
社
会
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。



■“地球環境にやさしい”は、“人にやさしい”■
三角由紀子（なかまの環境を良くする会）

「劇団なかまの環境を良くする仲間たち」による環境
マナー啓発劇『みんなの町。ごみは捨てない。みんなの
町は、みんなできれいに』の初舞台（12/10）を、無事に
終えました。いろいろな反省点を改善し、今後、幅広く
展開したいと思っています。幼稚園、小学校、みなさん
お住まいの地区に伺うかもしれません。その折には、よ
ろしくお願いします。
近年、「いつ天変地異が起きるのか」という不安が、

だれにでもあると思います。雨が降り出したとたん大雨
になり、洪水・土砂崩れ・地震・津波・台風・竜巻が発
生すると、一瞬にして住宅や町並み・道路を破壊し、大
切な人の命まで奪ってしまいます。
多数の被害者の様子、住宅などの損壊状況をみると、

他人ごとではなく、本当にいつ身近で起こってもおかし
くはないと実感します。まるで、地球が悲鳴を上げてい
るかのような実情を真摯に受け止め、真剣に考えなけれ
ばなりません。
異常気象は、地球温暖化が原因ではないかと言われて

います。
「ごみって何？」不要だと思う数だけごみは増え、そ

れを処分するために大切なエネルギーがたくさん使用さ
れ、温暖化の原因となるガスや、身体に悪いガスまで発
生させているとしたら？このまま放っておくと、もっと
たいへんなことが起きるかもしれません。
他人ごとではなく、各自が危機感をもちながら、身近

な生活スタイルを見直す必要があります。
小さなことでも、積もれば大きな力となります。一人

ひとりがもっと責任を持ち、自分だけはいいだろうとい
う考え方は捨て、ごみを捨てるときは決められたルール
を守って分別し、土に還せるものは土に還し、再利用で
きるものは再利用していかな
ければなりません。
資源の少ない日本にとっ

て、資源ごみはとても大切な
資源になることを大人から子
どもまで理解し、ごみの減量
化に取り組みましょう。
こうした気づきと行動が、

大切な地球・自然を守り、水や動物、植物、私たち自身
の生活や身体を守ることにつながります。

電気用品、ガス用品の事故から身を守るために
安全に使っているか点検を確実に！

電気用品からの漏電や発火、ガス用品による一酸化
炭素中毒によって不幸な事故に見舞われたというニュ
ースが後を絶ちません。
●事故の例
①浴室の暖房乾燥機の不適切な配線などによって火災
が発生した
②シュレッダーで幼児が指を切断した
③ヘヤードライヤーをコンセントに差し込んだままに
しておいたら発火した
④ガス瞬間湯沸器による一酸化炭素中毒の発生
●電気用品の漏電、発火を防ぐには
〇プラグやコード
ホコリがつもっている→コンセントを抜いて乾いた
布で取り除く
変色や変形、深い傷があるものは使用中止

〇テレビ、エアコン、冷蔵庫など
焦げ臭い匂いのするものは使用中止

〇扇風機、エアコン、照明器具
異常な音がするものは発熱の恐れがあり使用中止

〇扇風機
電源を入れても動かないものは使用中止

〇電子レンジ、オーブン、ヘヤードライヤー
通気口、吸気口がふさがっているものは発熱の恐れ
があり、空気が十分通るようにする
●ガス用品の一酸化炭素中毒を防ぐために
屋内の空気を使ってガスを燃やし、ファンで屋外に
排気する湯沸器は…
〇コンセントが入っていること
〇給湯中、ファンが回る音がすること
〇排気筒が詰まったり、外れたり、出口の金網が外れ
たりしていないことを確認する
●悪質商法にも気をつけよう
電気やガスの点検を装った訪問販売など、悪質商法
の被害が増えています
電気事業法、ガス事業法などで事業者に義務づけら
れた定期的な法定点検は無料です
ご相談は早めに消費者相談窓口まで。

消費生活相談窓口
1（２４６）５１１０
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10

福岡県遠賀保護区保護司会副会長の前田桂子さん（中
鶴）は、これまで罪を犯した人びとの改善更生と犯罪の
予防に22年間尽力。
その功績が認められ、法務大臣から表彰されました。
前田さんは「みなさんのご協力で受賞することができ

ました。犯罪の低年齢化が進んでいる昨今、地域が連携
をとりあい、まだまだ非行や犯罪予防に力を入れること
が必要。今後も地域に密着した防犯対策にがんばりたい」
と熱く語っていました。

保
護
司
に
な
っ
て
22
年

保
護
司
の
前
田
桂
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
表
彰

11
月
30
日
、
中
間
市
と
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ

ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
（
福
岡
市
）
が
、
飲
料
水
の
自
動

販
売
機
設
置
の
協
定
を
結
び
、
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
自
販
機
は
、
災
害
時
に
飲
料
水
を
無
料

で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
災
害
対
応
型
」

と
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
ま
ち
づ
く
り
資
金
と

し
て
還
元
さ
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
支
援
型
」
の

二
種
類
で
す
。

【
災
害
対
応
型
自
販
機
の
設
置
場
所
】

市
役
所
本
館
横
と
市
立
病
院
玄
関
横

【
ま
ち
づ
く
り
支
援
型
自
販
機
の
設
置
場
所
】

市
役
所
本
館
玄
関
と
地
域
総
合
福
祉
会
館
「
ハ
ピ
ネ

ス
な
か
ま
」（
通
谷
）
前

ま
ち
づ
く
り
に
自
販
機
設
置

中
間
市
が
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
と
提
携

12
月
15
日
、
中
間
市
消
防
署
で
「
第
17
回
中

間
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
開
か
れ
、
市

内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
児
が
集
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
と
い
や
拍
子
木
を
持
ち

防
火
の
誓
い
を
元
気
よ
く
行
っ
た
あ
と
、
歌
や

読
み
聞
か
せ
な
ど
の
催
し
を
観
覧
し
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
で
は
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
た
ち
が

訓
練
の
様
子
を
子
ど
も
た
ち
に
披
露
。

綱
を
渡
る
隊
員
の
姿
に
「
す
ご
い
」
と
驚
き

を
口
に
し
な
が
ら
も
、
目
は
釘
づ
け
で
し
た
。

見
上
げ
る
あ
こ
が
れ
の
眼
差
し

中
間
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会
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環境保全に取組み功績を認められ
中間市婦人会

11月29日、中間市婦人会（木下幸子会長）が、環境
保全活動を積極的に推進した功績を認められ、福岡県
から表彰を受けました。
木下会長らは30日、松下俊男市長へ受賞の報告に訪

れ、「今後も環境への配慮を欠かさず、環境保全に力
を入れ、地域住民を含めた活動に一層励みたい」と、
これからの意気込みを強く語っていました。

脱・不健康な生活習慣
中間市国保ヘルスアップセミナー

基本健診を受けた人のうち生活習慣の改善が必要な
人に呼びかけて集まった89人を対象に今年度から始っ
たヘルスアップセミナー。
このセミナーは、仲間とともに楽しみながらそれぞ

れが目標設定したことに向けて今後チャレンジし健康
的な生活習慣を身に付けることを目的に、４ヵ月間に
渡って行われます。
11月28日には、自らもメタボリックシンドロームだ

ったＲＫＢリポーターの土屋三枝さんの体験談があ
り、受講者からは「時間を大切にしてチャレンジして
みようと意識が高まった」との感想が聞かれました。

朝霧明朗クラブ（久
保恒男代表）が優良老
人クラブとして全国老
人クラブ連合会から表
彰を受けました。

11月22日　朝霧明朗
クラブが表彰

西南学院大学短期大学部
教授水田和江さんが「子育
てネットが地域をつくる」
をテーマに講演。参加者は
真剣に耳を傾けていました。

11月29日　子育て講
演会

子どもの学び館館長福永
宅司さんが、一人芝居「も
も子」を演じました。来場
者は福永さんの涙と笑いの
演技に見入っていました。

12月７日　中央公民館
で人権問題講演会

福岡で活動するプロバン
ド「ＪＯＹ倶楽部」を招き
音楽鑑賞会を開催。児童や
地域の人たちが一緒に音楽
を聞き楽しんでいました。

12月８日　中間南小学
校音楽鑑賞会

体育文化センターで、
たくさんの子どもたちや親
子連れが六角凧づくり体
験。馴れない作業に戸惑い
ながらも楽しそうでした。

12月17日　親子凧づ
くり

コミュニティ広場で餅
つきを開催。100人あまり
の親子連れが、日ごろ経験
することのない餅つきを体
験しました。

12月15日　子育て支援
センターくるりで餅つき



保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

睡睡
眠眠
とと
病病
気気

●
不
眠
以
外
の
う
つ
病
の
症
状

〇
頭
痛
、
め
ま
い
、
気
分
の
落
ち

込
み
、
意
欲

の
低
下
（
趣

味
・
ス
ポ
ー

ツ
・
外
出
を

し
な
く
な
る
）

〇
思
考
力
の
低
下
（
仕
事
の
能
率

が
落
ち
る
）

〇
あ
せ
り
、
罪
悪
感

〇
食
欲
低
下
、

体
重
減
少
、

食
べ
物
が
美

味
し
く
な
い

（
消
化
器
系
）

〇
飲
酒
量
が
増
え
る

〇
性
欲
が
な
い
（
ホ
ル
モ
ン
系
）

〇
疲
れ
や
す
い
、
か
ら
だ
が
だ
る

い
（
朝
起
き
ら
れ
ず
、
遅
刻
や

欠
勤
が
増
え
る
）

●
周
り
に
う
つ
病
の
人
が
い
た
ら

〇
励
ま
さ
な
い

〇
考
え
や
決
断

を
求
め
な
い

〇
外
出
や
運
動

を
無
理
に
勧

め
な
い

〇
重
要
な
決
断
は
先
延
ば
し
に

〇
仕
事
や
家
事
な
ど
日
常
の
負
担

を
減
ら
す

●
う
つ
病
の
引
き
金

「
快
食
」、「
快
便
」
に
加
え
、「
快
眠
」
は
健
康
を
保
ち
、
充

実
し
た
人
生
に
必
要
な
要
素
で
す
。

し
か
し
現
実
に
は
２
割
の
人
が
、「
朝
起
き
て
も
熟
眠
感
が
な

い
」、「
朝
は
早
く
目
が
覚
め
る
」、「
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め

る
」
な
ど
の
睡
眠
に
よ
る
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
睡
眠
導
入

剤
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
う
こ
と
の
あ
る
人
も
２
割
近
く
存
在
し
、

そ
の
割
合
は
悪
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

睡
眠
障
害
は
「
か
ら
だ
」
や
「
こ
こ
ろ
」
の
病
気
の
サ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
」
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。

つ
ま
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
肥
満
傾
向
の
人
に
多
く

見
ら
れ
、
肥
満
解
消
が
効
果
的
で
す
。

運
動
習
慣
の
あ
る
人
の
方
が
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
中
途
覚

醒
が
起
き
に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
正
し
い
食
生
活
と

と
も
に
、
適
度
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
が
快
眠
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
両
面
で
症
状
が
出
る
「
う

つ
病
」
は
高
い
頻
度
で
不
眠
を
伴
い
ま
す
。

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
も
不
眠
や
眠
気
の
症
状
が
続
く
と
き

は
、
精
神
科
や
心
療
内
科
に
受
診
し
、
服
薬
治
療
な
ど
が
必
要

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
職
場
の
ス
ト
レ
ス
／
職
場
ス
ト

レ
ス
簡
易
調
査
票
の
紹
介

h
ttp
://w

w
w
.w
o
rk
-

s
tre
s
s
.jp
/c
h
e
c
k
.p
h
p

●
病
院
情
報

http
://health.yahoo.co.jp

/
hosup

ital/

●
お
勧
め
本
の
紹
介

心
の
休
ま
せ
方
「
つ
ら
い
時
」

を
や
り
過
ご
す
心
理
学

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
加
藤
諦
三
　
著

人
生
に
は
頑
張
る
と
き
と
、
休

む
時
が
あ
る
。

あ
な
た
は
休
ま
な
い
で
頑
張
り

つ
づ
け
て
き
た
。
い
ま
は
そ
の
分

休
む
時
な
の
で
あ
る
。

い
ま
あ
な
た
は
休
む
こ
と
で
次

の
幸
せ
の
時
代
を
準
備
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

休
ん
で
い
る
こ
と
が
次
の
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
時
代
の
準
備
を
し

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

き
っ
と
春
が
く
る
。

そ
れ
ま
で
休
む
。

疲労別離
（流産・離婚・ペットの死など）

昇進・結婚・出産・育児人間関係・職場環境・学校環境

退職・失業

障害や病気

12



納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
利
便
を
図
る
た
め
に
、
還
付
申
告
相
談
会
場
を
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
還
付
申
告
書
の
記
載
方
法
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
「
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
申
告
の
相
談
は
「
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
」
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

税
務
署
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
者
で
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
・
医
療
費
控

除
な
ど
の
還
付
を
受
け
る
人

や
平
成
18
年
の
途
中
で
退
職

し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い
人

②
年
金
所
得
者
で
、
源
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け

る
人
な
ど

※
次
に
該
当
す
る
人
は
、
遠
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の

相
談
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

〇
事
業
を
営
む
人

〇
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員

〇
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

〇
贈
与
税
の
申
告
お
よ
び
不
動

産
ま
た
は
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
が
あ
る
人

〇
原
稿
料
、
報
酬
な
ど
の
収
入

が
あ
る
人

遠賀コミュニティセンター
（相談会場）

（遠賀総合運動公園）

グラウンド

勤労者体育
センター

消防署
遠賀町
　役場

至折尾→

遠
賀
川

↑
至
芦
屋

旧国道3号線

国
道
３
号
線

  Ｊ  Ｒ
遠賀川駅

  ＪＲ
水巻駅

←至岡垣

中間大橋

■
還
付
申
告
の

相
談
が
で
き
る
人
■

●
会
　
　
場

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
遠
賀
町
広
渡
23
‐
６
）

●
期
　
　
間

１
月
25
日
（
木
）
〜
２
月
２

日
（
金
）
・
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
１
月
29
日

（
月
）
は
、
休
み
で
す
。

※
初
日
は
、
た
い
へ
ん
混
雑

し
て
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
会
場
は
…

ベ
イ
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
若
松
で
す

●
場
　
　
所

ベ
イ
サ
イ
ド
プ

ラ
ザ
若
松
３
階
（
サ
ン
リ
ブ

若
松
隣
り
）

●
開
設
期
間

１
月
22
日（
月
）

〜
４
月
２
日
（
月
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
開

設
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月

18
日
お
よ
び
２
月
25
日
の
日

曜
日
は
開
設
し
ま
す
）

※
平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
３

月
15
日
（
木
）
で
す
。

※
平
成
18
年
分
の
消
費
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
４

月
２
日
（
月
）
で
す
。

●
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午

後
４
時

※
前
記
期
間
は
、
若
松
税
務
署

内
に
は
確
定
申
告
の
会
場
は
準

備
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
中
間
市
役
所
で
の
申

告
相
談
は
、
例
年
ど
お
り
行
い

ま
す
。

■
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

●
若
松
税
務
署
代
表
1（
７
６
１
）
２
５
３
６

○
所
得
税
…
個
人
課
税
第
一
部
門
1（
７
６
１
）
２
５
３
７

○
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
…
個
人
課
税
第
三
部
門
1（
７
６
１
）
２
５
３
９

●
中
間
市
課
税
課
1（
２
４
６
）
６
２
３
８

若松中央
　小学校

若松税務署

国道199号線 若
松
駅JR筑豊本線

至戸畑【若戸大橋】

若
松
市
民
会
館

サ
ン
リ
ブ
若
松

ベイサイドプラザ若松

確定申告
相談会場（3階）

※若松駅で下車し、相談会場まで、徒歩５分です。
※駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

13



こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お
知
ら
せ
な

ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
住
所
、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中
間
市
秘

書
課
広
報
広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

北九州市や直方市、行橋市、豊前市、宮若市、遠賀郡、
鞍手郡、京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利用で
きます。詳しくはおたずねください。
●問合先 市民図書館1（２４５）４６６４

役に立つ豆知識 湯豆腐は煮すぎず、冷奴は冷やしすぎず（10～12度）が豆腐本来の味を保つ秘訣。 14

ホットな情報募集中！
｢広報なかま｣では、市民のみなさんと共に元気がで

るまちづくりを紙面上で実現したいと考えています。
みなさんからの旬の話題やさまざまな出来事、ちょっとした

いい話など情報をお待ちしています。
ぜひホットなホッとする話題をどんどんお寄せください。

●情報提供は ① 名前 ② 電話番号 ③ 住所 ④ 情報や簡単な
紹介文 そのほか写真などを添えてお送りください。
※なお、提供いただいた情報は紙面の都合により、必ずしも
掲載されるとは限りませんのでご了承ください。
●送付・問合先 中間市秘書課広報広聴係

〔〒８０９‐８５０１1（２４６）６２７１〕
webmaster@city.nakama.fukuoka.jp

おねがいの木ともだちの実
ほんだみゆき・作　戸田ノブコ・絵
人間にも、しっぽがあったら

いいのに。そうしたら、本当の気
持ちがわかるのに…。大好きなの
に、心がすれ違ったままのミオと
サワコ。少女たちの心のゆれと友
情のゆくえをひたむきに見つめて
描く、切なくてあたたかい物語。

新しい年が幸福でありますように

ウエルパークヒルズ新春福祭りを開催します

■日　　時 １月13日（土）・午前10時～午後３時
■場　　所 通谷21階のっぽビル内

（通谷一丁目36‐３）
■イベント 吹奏楽、バンド演奏、健康体操、講話、

フラダンスなど
■そのほか バザーや露店がたくさんありますよ☆

クッキー、パン、不用品バザー、綿菓子、
ポップコーン、ぜんざい（無料200食限
定）、福引きなど

■問 合 先 株式会社西日本医療福祉総合センター
新春福祭り実行委員会事務局
1（２４４）４７４７

ウエルパークヒルズでは、日ごろのご愛顧に感謝し「新しい年が幸福でありま
すように」との願いを込めて、みなさんと共に楽しく集うお祭りを開催します。
たくさんのご来場をお待ちしています。

新春を迎え書道にチャレンジ！
～初心者大歓迎・墨親会～

書道を始めてみませんか。
自分で目標を持って、基本をマスターしたり、自らの課題などを楽しんだりしながら

練習しましょう。
師範免許に挑戦するのもまたよし、です。

●日　　時 毎週土曜日・午後１時30分～
３時30分

●場　　所 生涯学習センター
●科　　目 漢字・かな・実用書体など
●問 合 先 三輪宅1（２４４）８７０６

原口宅1（２４５）４３０６

今年あなたも何かに挑戦してみませんか？



12月10日発行の広報なかま11ページの読書感想画コ
ンクールの記事で、金賞受賞者の名前が「かねだあかね
さん」となっていました。
正しくは、「かえだあかねさん」の誤りでした。
お詫びして訂正します。

紗央里ちゃんの家

今月のオススメ図書

矢部　嵩・著
叔母からの突然の電話で祖母

の死を知らされた僕と父親。叔
母夫婦の家には変な臭いが充満
し、従姉の紗央里ちゃんも行方
不明。洗面所の床からひからび
た指の欠片を見つけた僕は、こ
っそり捜索を始めることに…。

15

７月の終わりに、私を含めた何百
人もの英語の教師が、日本に到着し
ました。それぞれの市町村へ赴任す
る前に、私たちは、新宿で３日間一
緒に過ごしました。時差でとても疲
れていましたが、日中の研修会や会
議、夜の歓迎会とたいへん慌ただし
い３日間でした。

最初の夜、新宿を歩いて回ることができました。私が最
初に感じたことは、通りがとてもきれいで、安全そうに見
えたことです。カナダのモントリオールでは、普通、裏通
りは、メインストリートと違って、少し薄汚れていてやや
危険です。でも、新宿は、裏通りでも高級なレストランが
ありました。
もちろん、最初の日は、少し戸惑いました。ホテルでは、

便座にたくさんボタンがついていたので、水洗トイレの水
を流すレバーが、タンクの横についていることが分かるま
で10分くらいかかりました。
最初の夜は、食べる場所を探さなければなりませんでし

た。注文するのは難しいけど、西洋風のファーストフー
ド・チェーンではなく、日本食のレストランにしようと決
めていました。そこで、どうやって注文しようかと思案し
ながら、メニューの写真を見つめ、10分くらいレストラン
の前で立ち止まっていました。写真には、番号が書かれて
いたので、番号で注文するのなら簡単だろうと思いました。
しかし、レストランに入ろうとしても、ドアが開きません。
ドアを開けるのにボタンを触らなければならないというこ
とがわからなかったのです。そのとき、幸運なことに、だ
れかがレストランから出てきたので入ることができました。
そして、ショーケースのメニューの写真を指さしながら
「11をください」と言うと、店の人はわかってくれました。
それは、スープでした。日本での最初の食事でした。
２日後、友だちと会う時間がとれました。その友だちは、

５年前カナダで出会った日本人で、今、東京に住んでいま
す。５年前、私に正しい箸

はし

の使い方を教えてくれたのもそ
の友だちでした。彼は、私をバーへ連れて行ってくれたの
ですが、とても狭くて15人くらいしか入れませんでした。
日本の空き地、特に東京の空き地は、ほとんどないという
ことがわかりました。私は背が高いので、このバーでは、
ほとんど足を伸ばすことができませんでした。バーを出て、
お好み焼きを食べに行きました。友だちが、お好み焼きの
作り方を教えてくれました。とてもおいしかったです。グ
ラスが空になる前にビールをつがなければならないという
ことも知りました。これは、カナダではない習慣です。
私がたいへん困ったようにように聞こえたかもしれませ

んが、実際にはそうでもありませんでした。これらの「お
かしな冒険」は、すべてとても楽しいものでした。
そして、ほどなく、もっと「おかしな冒険」が起こるか

もしれない中間に行くことになったのです。

東京での最初の３日間
外国語指導助手として市内の中学校で英

語の授業を行っている、フィリップさんの
エッセイです。

c９ひきのうさぎ
北小１年　かえだ　あかねさん

お詫びと訂正

生後６ヵ月～５歳のお子さん募集中！
「わが家のすこやかちゃん」欄では、元気なお子さん

（生後６ヵ月～５歳）を掲載します。広報紙デビューのチ
ャンスです。ふるってご応募ください。
ご希望の人は、① お子さんの写真 ② 名前 ③ 生年月
日 ④ 応募者の名前・続柄 ⑤ 住所 ⑥ 電話番号 ⑦ 紹
介文（60字～70字程度）を添えてお送りください。
【写真を撮るときのアドバイス】
・いい笑顔を見逃さないようにシャッターをきりましょう
・背景をスッキリさせると写真がきれいに見えます
・ピントがピッタリあった写真ほどきれいに印刷できます



おすすめ料理

作り方

じゃがいもとツナのチーズスパゲッティ

①スパゲッティは塩適宜を加えた
たっぷりの熱湯で、袋の表示ど
おりにゆではじめる。じゃがい
もは皮をむいて１㎝角に切る。
いんげんは両端を切り落として、
太ければ縦半分に割り、長さを
半分に切る。
②ボウルにツナを缶汁ごと入れて
ほぐし、レモン汁を加える。
③スパゲッティがゆで上がる４分前
の鍋に、じゃがいもを加え、２分
したらいんげんを加えて２分ゆで
る。ざるに上げて湯をきり、②の
ボウルに入れ、手早く混ぜて塩、
こしょう各少々で調味する。器に
盛り、粉チーズをふる。

中間市食生活改善推進会（緑の会）

材　料　２人分
スパゲッティ………140g
ツナ缶………小１缶（80g）
粉チーズ（パルメザン）…大さじ１
じゃがいも………小２個
さやいんげん……… 50g
レモン汁………大さじ1/2
塩、こしょう………少々

応
募
し
た
人
は
、
平
成
19
年
度

中
間
市
臨
時
職
員
採
用
候
補
者
と

し
て
登
録
し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
人
は
、
業
務
の
状

況
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
登
録
後

す
ぐ
に
採
用
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
（
採
用
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
）
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

昭
和
27
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

●
職
　
　
種
　
一
般
事
務
補
助
、
保

育
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、
栄

養
士
、
看
護
助
手
、
給
食
調
理

補
助
員
な
ど

●
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
一
般
事
務
補
助
の

場
合
）

※
職
場
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
賃
　
　
金

日
額
６
、
０
０
０
円

程
度
（
一
般
事
務
補
助
の
場
合
）

●
募
集
期
間

１
月
22
日
（
月
）
〜

２
月
２
日
（
金
）

●
申
込
方
法

必
ず
本
人
が
写
真

貼
付
の
市
販
の
履
歴
書
を
お
持

ち
の
う
え
、
総
務
課
人
事
給
与

係
（
市
役
所
２
階
）
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
平
成
18
年
度
に
す
で
に
登
録
し

て
い
る
人
で
、
19
年
度
も
登
録
を

希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て
登
録

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
問

合

先

総
務
課
人
事
給
与
係

1（
２
４
６
）
６
２
３
２

「
中
間
市
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」
の
登
録
に
は
、
中
間
市
で
の

責
任
技
術
者
登
録
が
必
要
で
す
。

平
成
18
年
度
日
本
下
水
道
協
会

福
岡
県
支
部
実
施
の
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験
合
格
者
は
、

登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
19
年
３
月
31
日
に

有
効
期
限
が
終
了
す
る
登
録
者
は
、

更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
し
な
い
場
合
、「
試
験
合

格
資
格
」
が
無
効
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
用
紙
の
配
布

１
月
25
日
（
木
）
か
ら
、
下
水
道

課
窓
口
で
配
布
し
ま
す

●
受
付
期
間

２
月
８
日
（
木
）
〜

15
日
（
木
）

●
受
付
場
所

下
水
道
課
（
市
役
所

別
館
１
階
）

●
問

合

先

下
水
道
課

1（
２
４
６
）
６
２
５
６

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た

め
、
介
護
・
保
健
・
福
祉
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
権
利
擁
護
・
虐
待
防

止
・
早
期
発
見
な
ど
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

地
域
で
虐
待
を
受
け
て
い
る
疑

い
の
あ
る
高
齢
者
が
い
る
場
合
や
、

虐
待
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と

が
あ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

月
曜
〜
金
曜
日
・

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

●
場
　
　
所

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
・

１
階
（
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

●
問

合

先

中
間
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
５
）
７
７
１
６

5（
２
４
６
）
２
０
２
７

16

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

登
録
・
更
新
手
続
き
を
受
付

中
間
市
臨
時
職
員
を
募
集

踏切工事に伴う夜間通行止夜間通行止
県道中間停車場線と

ＪＲ筑豊本線が交差す
る踏切の拡幅改良工事
を実施します。
工事は、ＪＲの線路

内であり、一般交通が
非常に多いため、夜間
に車輌全面通行止めにて施工を予定しています。
通過の際は、現場の指示に従い迂回をお願いし
ます。地域のみなさんには、ご迷惑をおかけし
ますが、協力をお願いします。
●工事場所 長津二丁目・御館町地内（ＪＲ筑豊

本線　昭和通り踏切）
●工事期間 ２月10日～７月31日（完了予定）
※夜間全面通行止は、期間中のうち20日間程度
の予定です。
●問 合 先 福岡県北九州土木事務所道路課交

通安全係1（６９１）２７６６

高
齢
者
の
虐
待
防
止

・
相
談
窓
口
を
開
設
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●
新
築
募
集
団
地
（
戸
数
・
間
取
）

・
暫
定
家
賃

〇
土
手
ノ
内
公
営
住
宅
（
４
戸
・

３
Ｄ
Ｋ
）
２
８
、
７
０
０
円
〜

５
９
、
０
０
０
円
／
月
（
給
湯

器
・
浴
槽
・
水
洗
ト
イ
レ
・
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
付
）

土
手
ノ
内
二
丁
目
21
‐
２
‐
202

号
、
301
号
、
302
号
、
303
号

〇
土
手
ノ
内
公
営
住
宅
（
１
戸
・

３
Ｄ
Ｋ
）
２
８
、
７
０
０
円
〜

５
９
、
０
０
０
円
／
月
（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
・
給
湯
器
・
浴
槽
・
水

洗
ト
イ
レ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
）

土
手
ノ
内
二
丁
目
21
‐
２
‐
104
号

※
敷
金
３
ヵ
月
が
別
途
必
要
で
す
。

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
は
、
使

用
料
が
別
途
必
要
で
す
。

●
既
存
募
集
団
地
（
戸
数
・
間
取
）

・
家
賃

〇
中
鶴
公
営
住
宅
（
１
戸
・
３
Ｋ
）

７
、
１
０
０
円
〜
１
３
、
０
０
０
円

／
月
（
単
身
可
能
）

中
鶴
三
丁
目
３
‐
13
‐
４
号

〇
中
鶴
改
良
住
宅
（
１
戸
・
３
Ｋ
）

５
、６
０
０
円
／
月（
単
身
可
能
）

中
鶴
三
丁
目
５
‐
16
‐
４
号

〇
深
坂
改
良
住
宅（
１
戸
・
１
Ｄ
Ｋ
）

１
１
、
９
０
０
円
〜
２
２
、
６
０
０
円

／
月
（
給
湯
器
・
浴
槽
・
水
洗

ト
イ
レ
付
・
単
身
可
能
）

深
坂
二
丁
目
２
‐
３
‐
107
号

〇
深
坂
改
良
住
宅（
２
戸
・
３
Ｄ
Ｋ
）

１
５
、
２
０
０
円
〜
２
９
、
８
０
０
円

／
月
（
風
呂
釜
・
浴
槽
・
水
洗

ト
イ
レ
付
）

深
坂
二
丁
目
２
‐
２
‐
304
号
、

３
‐
202
号

※
敷
金
３
ヵ
月
が
別
途
必
要
で
す
。

●
入
居
指
定
日
　
４
月
１
日

●
入
居
資
格

〇
中
間
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人
で
、
収
入
が
一

定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

〇
現
在
、
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な

い
人

〇
家
屋
の
所
有
者
で
な
い
人

〇
住
宅
名
義
人
（
申
込
者
）
は
、
20

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

〇
単
身
者
は
、
単
身
入
居
可
能
住

宅
の
み
申
込
が
で
き
ま
す

〇
過
去
に
市
営
住
宅
家
賃
な
ど
の

滞
納
が
な
い
人

※
入
居
の
際
は
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

●
募
集
期
間
・
申
込
用
紙
配
布
場
所

２
月
１
日
（
木
）
〜
９
日
（
金
）
・

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
閉

庁
日
を
除
く
）
・
都
市
整
備
課

（
市
役
所
別
館
２
階
）

●
抽
選
日
時

〇
土
手
ノ
内
公
営
住
宅
…
２
月
26

日
（
月
）
・
午
前
９
時
〜

〇
深
坂
改
良
住
宅
…
２
月
27
日（
火
）

・
午
後
１
時
〜

〇
中
鶴
公
営
・
改
良
住
宅
…
２
月

28
日
（
水
）
・
午
前
９
時
〜

●
抽
選
場
所

市
役
所
別
館
地
階
・

会
議
室

※
号
室
ご
と
に
抽
選
し
ま
す
。

当
選
し
な
か
っ
た
人
は
、
入
居

辞
退
な
ど
に
よ
り
、
あ
っ
旋
が
可

能
に
な
れ
ば
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

都
市
整
備
課

建
築
住
宅
係

1（
２
４
６
）
６
２
６
０

多
額
の
債
務
を
抱
え
て
い
る
人
、

他
人
の
債
務
の
連
帯
保
証
人
に
な

っ
て
い
る
人
、
違
法
年
金
担
保
金

融
や
ヤ
ミ
金
融
の
貸
付
な
ど
で
困

っ
て
い
る
人
な
ど
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

１
月
27
日
（
土
）
・

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

●
相
談
方
法

電
話
相
談
（
無
料
）

1（
５
７
１
）
０
１
０
５

福
岡
県
司
法
書
士
会
「
北
九
州

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
各

種
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
相
談
電
話
番
号

1（
５
７
１
）
０
１
２
５

〇
面
接
相
談
（
有
料
・
予
約
制
）
…

月
曜
〜
金
曜
日
・
午
後
３
時
〜

５
時

〇
電
話
相
談
（
無
料
）
…
月
曜
日
と

木
曜
日
　
午
後
６
時
〜
８
時

〇
司
法
書
士
の
紹
介
…
月
曜
〜
金

曜
日
・
午
後
１
時
〜
２
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
。

●
問

合

先

福
岡
県
司
法
書
士
会

北
九
州
支
部

1（
５
７
１
）
８
４
４
５

司
法
書
士
に
よ
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
110
番

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

最
近
、
世
の
中
に
出
て
き
た
も

の
で
、
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
る
も

の
の
ひ
と
つ
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車
が
あ
り
ま
す
。
低
燃
費
・

低
騒
音
・
電
気
と
ガ
ソ
リ
ン
の
融

合
で
走
る
「
未
来
の
車
」
と
い
う

感
じ
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
の
中
に
も
購
入
し
た

人
、
こ
れ
か
ら
購
入
を
検
討
し
て

い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

中
間
市
で
も
、
公
用
車
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る

人
や
、
高
齢
者
に
は
、
こ
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
が
驚
異
と
な
っ
て
い

ま
す
。

低
速
時
に
は
、
モ
ー
タ
ー
で
動

く
の
で
、
走
行
中
エ
ン
ジ
ン
音
が

ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

車
が
近
づ
い
た
こ
と
が
分
か
ら
な

い
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
車
を
運
転
す
る
す
べ
て

の
人
に
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
特

に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
運
転
す
る

際
に
は
、
白
い
杖
を
持
っ
て
歩
い

て
い
る
人
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
徐
行
・
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、

車
の
存
在
を
知
ら
せ
る
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
に
敷
設
し
て
あ
る

黄
色
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、「
視
覚
障
害
者
用
誘
導

ブ
ロ
ッ
ク
」
と
い
い
ま
す
が
、
視

覚
障
害
者
が
、
杖
の
先
で
確
認
し

な
が
ら
歩
く
た
め
の
大
切
な
情
報

源
で
す
。

こ
の
上
に
自
動
車
や
自
転
車
を

止
め
た
り
、
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
中
間
市
に
は
、
視
覚
障

害
者
の
団
体
で
「
つ
ば
さ
の
会
」

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
団
体
は
、
視
覚
障
害
者
の

自
立
を
め
ざ
し
て
い
る
市
民
活
動

団
体
で
す
。

先
日
、
テ
レ
ビ
番
組
で
も
紹
介

さ
れ
た
た
め
、
活
動
を
知
っ
て
い

る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

次
回
、
こ
の
紙
面
上
で
詳
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

羽羽羽
ばば
たた
けけ
！！
市市市
民民
活活
動動

〜
小
さ
な
力
を
集
め
て
、
ま
ち
づ
く
り
〜

地
域
福
祉
課
市
民
協
働
係
1（
２
４
６
）
２
０
１
７
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経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
を

小
・
中
学
校
に
通
学
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
保
護
者
に
対
し
、
学
用

品
費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行

費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

継
続
希
望
の
人
も
必
ず
手
続
き

が
必
要
で
す
。

●
対
　
　
象

〇
生
活
保
護
が
廃
止
や
停
止
さ
れ

た
が
、
な
お
経
済
的
に
非
常
に

困
っ
て
い
る
世
帯

〇
平
成
18
年
度
の
市
民
税
に
つ
い

て
、
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
世

帯
〇
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
世
帯

〇
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
、
生
活
状

態
が
非
常
に
悪
く
、
困
っ
て
い

る
世
帯

●
申
請
方
法

各
小
・
中
学
校
ま

た
は
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
随

時
受
付
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

世
帯
の
中
で
収
入
が
あ
る
人
全

員
の
平
成
18
年
度
市
民
税
（
非

課
税
）
証
明
書
な
ど

※
平
成
18
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

中
間
市
に
居
住
し
、
平
成
18
年
度

の
市
民
税
の
申
告
を
し
て
い
る
人

は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
継
続
希
望
の
人
は
、
市
か
ら
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
２
月
末

ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
１
年
生
は
、
入
学
時
以
降
４

月
末
ま
で
に
、
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
・
問
合
先

各
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
（
市

役
所
３
階
）

1（
２
４
６
）
６
２
２
２

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

福
岡
県
高
齢
者
総
合
相
談
事
業
と

し
て
高
齢
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の

抱
え
る
悩
み
ご
と
・
心
配
ご
と
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
特
に
相
談
の
多
い
事
例

に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
講
演

会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
講
演
会
と
移
動
相
談
の
会
場
が

異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
講
演
会

●
日
　
　
時

２
月
９
日
（
金
）
・

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
　
　
所

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
１
階
・
小
ホ
ー
ル

●
内
　
　
容

「
相
談
事
例
に
よ

る
法
律
問
題
」
・
講
師
…
福
岡

県
弁
護
士
会
弁
護
士

■
移
動
相
談

●
日
　
　
時

２
月
９
日
（
金
）
・

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
　
所

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
・

１
階
相
談
室

〇
法
律
相
談
（
弁
護
士
）
１
人
30
分

※
法
律
相
談
は
、
予
約
制
（
定
員

12
人
）
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

有
料
広
告
欄

広広
報報
にに
有有
料料
広広
告告
をを

掲掲
載載
しし
まま
せせ
んん
かか

「
広
報
な
か
ま
」
で
は
、
事
業

所
の
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
掲
載
号

毎
月
10
日
号

●
契
約
料
金

１
契
約
は
、
一
口
に
つ
き

３
０
、０
０
０
円
×
３
ヵ
月
＝
９

０
、０
０
０
円
が
、
基
本
と
な
り

ま
す

●
問
合
先

秘
書
課
広
報
広
聴

係
1（
２
４
６
）
６
２
７
１

就
学
援
助
の
申
請
を
受
付

社会福祉法人 二葉会

1093-246-5151

デイサービスセンター利用者
　　　田中　博さん（100歳）

グループホーム砂山

平成19年４月１日開園します。

同一敷地内にデイサービスセンターもありますので、
どうぞご利用のほど、よろしくお願いいたします。

お問い合わせ先入居のための条件などがありますので、
まずはご連絡ください。

完成予想図

入居者募集入居者募集 楽
し
い
で
す
よ

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
一
般
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談
（
福

岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
員
）

※
一
般
相
談
は
、
当
日
受
付
を
し

ま
す
。

●
問

合

先

中
間
市
社
会
福
祉

協
議
会

1（
２
４
４
）
１
２
３
０

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
、

福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
福
祉
の
職
場
合
同
求
職
面

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
２
日（
金
）
・

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
　
　
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
内
　
　
容

福
祉
施
設
と
求
職

者
と
の
面
談
／
求
職
相
談
／
福

祉
関
係
資
格
取
得
相
談
／
母
子

家
庭
な
ど
求
職
相
談
／
授
産
施

設
商
品
の
展
示
販
売

●
対
　
　
象

社
会
福
祉
施
設
な

ど
へ
の
就
職
希
望
者
と
３
月
卒

業
予
定
の
学
生
（
高
校
は
不
可
）

●
参
加
方
法

事
前
申
込
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
（
入
場
無
料
）

※
求
人
と
面
接
で
き
ま
す
の
で
、

履
歴
書
を
複
数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

福
岡
県
社
会
福
祉

協
議
会

1
０
９
２（
５
８
４
）
３
３
１
０

悩
み
ご
と
・
心
配
ご
と

移
動
相
談
を
開
催

～お済みでしょうか～
償却資産の申告償却資産の申告
償却資産とは、個人や法人で工場や商店などを経

営している人や、駐車場やアパートなどを貸し付け
ている人が、その事業のために用いている構築物、
機械、器具・備品などで減価償却の対象となるもの
をいいます。
償却資産は、土地や家屋と同じように、固定資産

税の課税対象となります。
償却資産の申告は、前年と比べて資産に異動のな

い場合でも、その旨提出していただくことになって
いますので、提出期限までに申告をお願いします。
まだ申告していない人で、申告書を紛失・破損し

た人や、申告書が手元に届いていない人は、課税課
資産税係までご連絡ください。
また、すでに申告し、その内容に変更のある人は、

修正申告をしてください。
●提出期限 １月31日（水）
●問 合 先 課税課資産税係1（２４６）６２７４

応
援
し
ま
す
福
祉
の
仕
事

福
祉
の
職
場
説
明
会
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あ
な
た
の
人
権
は
、
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
で
す
か
。

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
職
場
や

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
差
別
な

ど
、
あ
な
た
の
悩
み
に
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
日
　
　
時

２
月
７
日
（
水
）
・

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
　
所

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

（
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

●
相
談
内
容
　
高
齢
者
・
障
害
者
・

家
庭
・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど

の
人
権
問
題

●
問

合

先

人
権
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

1（
２
４
５
）
３
５
１
１

●
志
願
資
格

平
成
15
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
幼
児
（
平
成
13
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
の
編
入
学
に
つ

い
て
も
、
受
入
可
能
）

●
募
集
期
間

１
月
29
日
（
月
）
・

午
前
９
時
〜
２
月
９
日
（
金
）
・

午
後
４
時

※
所
定
の
入
学
願
書
（
小
倉
聾ろ

う

学

校
に
準
備
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
学
選
考

３
月
６
日
（
火
）
・

午
前
９
時
30
分
〜

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
立
小

倉
聾
学
校
（
小
倉
北
区
三
郎
丸

二
丁
目
９
‐
１
）

1（
９
２
１
）
３
６
０
０

5（
９
３
１
）
９
９
０
４

■
仕
事
に
役
立
つ

決
算
書
の
見
方
・
活い

か
し
方
■

●
日
程
・
定
員

２
月
13
日
（
火
）

〜
16
日
（
金
）
・
24
人

●
受

講

料

４
１
、
０
０
０
円

●
申
込
締
切

１
月
31
日
（
水
）

■
経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅲ
■

今
、
社
長
と
し
て
本
当
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
と
は

●
日
程
・
定
員

２
月
14
日
（
水
）

〜
15
日
（
木
）
・
34
人

●
受

講

料

２
１
、
０
０
０
円

●
申
込
締
切

１
月
31
日
（
水
）

■
新
任
管
理
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
■

●
日
程
・
定
員

２
月
19
日
（
月
）

〜
21
日
（
水
）
・
36
人

●
受

講

料

２
７
、
０
０
０
円

●
申
込
締
切

１
月
19
日
（
金
）

■
こ
れ
か
ら
の
強
い
店
づ
く
り

（
サ
ー
ビ
ス
業
編
）
■

●
日
程
・
定
員

２
月
22
日
（
木
）

〜
23
日
（
金
）
・
20
人

●
受

講

料

２
１
、
０
０
０
円

●
申
込
締
切

２
月
７
日
（
水
）

■
組
織
を
引
張
る
！

若
手
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
錬
成
講
座
Ⅱ
■

●
日
程
・
定
員

２
月
26
日
（
月
）

〜
28
日
（
水
）
・
30
人

●
受

講

料

３
０
、
０
０
０
円

●
申
込
締
切

１
月
26
日
（
金
）

■
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
■

●
日
程
・
定
員

３
月
５
日
（
月
）

〜
７
日
（
水
）
・
26
人

●
受

講

料

３
０
、
０
０
０
円

●
申
込
締
切

２
月
７
日
（
水
）

●
問

合

先

中
小
企
業
大
学
校

直
方
校
研
修
課
（
直
方
市
永
満

寺
１
４
６
３
‐
２
）

1
０
９
４
９
（
２
８
）
１
１
４
４

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
職
業
訓
練
生
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
「
技
能
と
知
識
」
を

身
に
つ
け
て
、
就
職
活
動
に
役
立

て
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
科
・
定
員（
離
転
職
者
コ
ー
ス
）

【
１
年
コ
ー
ス
】

〇
機
械
科
…
…
…
…
…
30
人

〇
溶
接
科
…
…
…
…
…
30
人

〇
建
築
科
…
…
…
…
…
30
人

〇
塗
装
科
…
…
…
…
…
30
人

【
６
ヵ
月
コ
ー
ス
】

〇
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
…
30
人

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
…
20
人

〇
経
理
事
務
科
…
…
…
35
人

レーベン21 1（093）244‐1109
お問い合わせ・お申し込みは

「レーベン21」はお元気なときから入れる
介護付・有料老人ホームです。
「60歳以上の方、活動的な人生を楽しみたい方、子どもの世話になり
たくない方、お一人暮らしが不安と思われる方」ぜひ一度ご見学を。

筑豊電鉄「通谷」電停より 約500m

●入居一時金：１人 2,370万円～3,080万円
　　　　　　　２人入居の場合 一律1,040万円加算
　　　　　　　〈分割払いのご相談に応じます〉
●月々の費用：１人 約13万円、２人 約23万円
ただ今、施設見学と昼食（無料）セットの体験キャンペーン実施中
ご希望の方は４日前までに電話でお申し込みください

中間市通谷一丁目36番2号

香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

〇
村
　
田
　
美
　
雪
（
岩
瀬
西
町
）

〇
升
　
富
　
光
　
子
（
岩
瀬
四
丁
目
）

〇
石
　
塚
　
フ
ク
ミ
（
中
尾
一
丁
目
）

〇
成
　
松
　
義
　
邦
（
七
重
町
）

〇
倉
　
田
　
賢
　
次
（
中
央
一
丁
目
）

〇
青
　
木
　
龍
　
平
（
宗
像
市
日
の
里
）

篤
志
寄
付

〇
移
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
悟
空

の
会

〇
秋
　
元
　
辰
　
夫
（
中
央
四
丁
目
）

※
香
典
返
し
寄
付
金
、
篤
志
寄
付

金
は
、
中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
・
ハ
ピ
ネ
ス

な
か
ま
２
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

1（
２
４
４
）
１
２
３
０

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

●
応
募
期
限

２
月
16
日
（
金
）

●
試

験

日

３
月
２
日
（
金
）

※
経
理
事
務
科
の
み
３
月
１
日（
木
）

に
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
選
考
方
法

面
接
試
験

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
と
19
歳
未
満

は
、
国
語
・
数
学
の
学
科
試
験
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
手
続

公
共
職
業
安
定
所

に
備
え
付
け
の
「
募
集
あ
ん
な

い
」
・
「
入
校
願
書
」
・
「
健
康

診
断
書
」
で
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い

●
問

合

先

福
岡
県
立
小
竹
高
等

技
術
専
門
校
（
〒
８
２
０
‐
１
１

０
４
鞍
手
郡
小
竹
町
新
多
514
‐
２
）

1
０
９
４
９
６（
２
）
６
４
４
１

社会福祉法人 西日本至福会
軽費老人ホーム
ケアハウス ゆうあい

1093-246-1122093-246-1122中間市通谷１丁目36番２号
http://www.yuuai.com

交通アクセス
車　　都市高速小嶺I.Cから５分
　　　九州自動車道八幡I.Cから10分
電車　筑豊電鉄「通谷」電停徒歩５分

ご利用料金　●入居一時金：お一人様　　51万円～
　　　　　　　　　　　　　ご夫婦様　128万円～
　　　　　　●月額平均生活費：７万円～11万円程度 ケアハウスゆうあい

新中間病院

入居
相談

施設
見学

体験
入居

●食事の心配をしたくない方
●ご家族に心配を掛けたくない方
●家事の煩わしさから開放されたい方
●一人暮らしに不安な方

在宅介護、介護保険など何でもご相談ください

随
時
受
付
中

研
修
生
募
集

中
小
企
業
大
学
校
直
方
校

訓
練
生
募
集

小
竹
高
等
技
術
専
門
校

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

入
学
者
募
集

小
倉
聾
学
校
幼
稚
部



こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
や
季
節
を
感
じ
さ

せ
る
写
真
の
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
は
１
作
品
ご
と
で
、
住
所
、
氏
名（
ペ

ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
電
話
番
号
、

写
真
の
場
合
は
コ
メ
ン
ト
を
記
入
の
う
え
、

『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中
間
市
秘
書
課
広
報

広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

c脇本平七さん宅（朝霧）に咲く「金のなる木」の花

20

歳歳 時　時　記記

ベ
ル
頼
る
全
速
疾
走
の
全
盲
者
よ
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
に
て
声
と
抱
き
止
む

芦
屋
町
　
　
　
　
　
井井
　
地
　
國
　
男

白
シ
ャ
ツ
の
青
年
す
っ
と
席
ゆ
ず
り
吾
よ
り
遠
き
窓
際
に
立
つ

水
巻
町
　
　
　
　
　
高高
　
橋
　
和
　
子

下
校
時
の
防
犯
ベ
ル
を
さ
げ
し
児
に
道
問
ひ
た
く
も
声
か
け
ら
れ
ず

八
幡
東
区
　
　
　
　
下下
　
山
　
八
洲
夫

サ
ル
ビ
ア
が
ホ
ー
ム
に
揺
れ
る
風
の
駅
白
い
帽
子
の
亡ち

父ち

降
り
に
け
り

八
幡
西
区
　
　
　
　
村村
　
上
　
恭
　
呼

秋
立
て
ば
思
ひ
出
さ
る
る
病
む
父
を
残
し
て
征
き
し
霧
深
き
朝

岡
垣
町
　
　
　
　
　
石石
　
丸
　
　
　
勇

甲
子
園
に
校
旗
た
か
だ
か
揚
が
る
と
き
選
手
一
列
の
姿
う
つ
く
し

八
幡
西
区
　
　
　
　
下下
　
野
　
惠
　
助

中
間
市
ぶ
ん
れ
ん
文
化
祭

中
間
市
歌
人
協
会
短
歌
大
会
・
入
選
作
品



聴聴
力
が
落
ち
た
お
ち
た
と
地
獄
耳

中
央
三
丁
目
　
　
　
桑
　
原
　
康
　
博

愛愛
さ
れ
る
実
感
も
も
が
熟
れ
て
く
る

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
松
　
下
　
未
代
子

クク
リ
ー
プ
を
入
れ
て
話
が
弾
み
だ
す

土
手
ノ
内
一
丁
目
　
吉
　
富
　
　
　
廣

借借
り
の
な
い
友
人
宅
に
軽
い
足中

尾
三
丁
目
　
　
　
成
　
田
　
清
　
美

優優
し
さ
に
ふ
れ
て
自
分
を
と
り
も
ど
す

通
谷
四
丁
目
　
　
　
平
　
田
　
照
　
子

古
谷
龍
太
郎
　
選

21

先先
ず
落
葉
掃
い
て
始
る
奉
仕
か
な

底
井
野
　
　
　
　
　
島
　
津
　
貞
　
子

七七
五
三
一
家
総
出
で
あ
り
に
け
り

土
手
ノ
内
二
丁
目
　
小
　
田
　
敏
　
子

短短
日
の
柱
時
計
の
鳴
り
に
け
り長

津
二
丁
目
　
　
　
安
　
倍
　
砂
　
子

病病
室
の
寝
言
も
交
じ
る
夜
長
か
な

通
谷
一
丁
目
　
　
　
石
　
松
　
梅
　
子

落落
葉
焚
く
匂
ひ
の
暮
れ
て
を
り
に
け
り

七
重
町
　
　
　
　
　
岩
　
猿
　
和
　
子

永
山
　
篁
　
選
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古紙配合率100％
再生紙使用発行／福岡県中間市役所〒809‐8501福岡県中間市中間一丁目１番１号　1（244）1111 編集／秘書課広報広聴係

〇日時…２月３日（土）、16日（金）、
22日（木）・午後３時～５時
（前日まで予約受付・受付時
間は月曜日～金曜日の午前９
時～午後５時・定員10人）

〇場所…ハピネスなかま
※３日は緒方弁護士、16日は桑原
弁護士、22日は高橋弁護士の相談。
●問合先 1（２４４）１２３０

〇日時…２月14日（水）・午前10
時～午後４時（受付は３時まで）
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…２月３日（土）、16日（金）・
午後３時～５時
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…１月24日（水）・午前９
時～午後４時
〇場所…市役所３階・教科書展示室
「いじめ」、「不登校」など

〇日時…毎月第１～４火曜日・
午後１時～２時…市役所１階
介護保険課、午後２時30分～
４時…ハピネスなかま

※祝日の場合はお問い合わせを。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後４時
〇場所…市役所２階経済振興課
・相談室

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時
〇場所…市役所３階・相談室
※子どもの養育（しつけ、不登
校、いじめ、養育者の問題な
ど）やＤＶ、

ドメスティックバイオレンス

女性に関するあ
らゆる相談を受けます。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時

〇場所…少年相談センター（働く
婦人の家２階）

無料相談
～気軽にご利用ください～

心配ごと相談

補聴器相談

消費者相談

行政相談

県巡回交通事故相談

家庭相談

悩み・いじめ・教育相談

教育相談

編

室

集

か
ら

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
、
広
報
な
か
ま

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
年
た
つ
の
が
、
年
々
早
く
感

じ
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う
？
（
彦
）

▼
今
年
は
亥
年
。
十
二
支
の
最
後

の
干
支
で
す
。
イ
ノ
シ
シ
と
い
え

ば
「
猪
突

ち
ょ
と
つ

猛
進

も
う
し
ん

」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
は
「
一

つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て
猛
烈
な
勢

い
で
突
き
進
む
こ
と
」。
何
事
に

も
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
は
大

切
で
す
が
、
周
囲
の
人
や
状
況
に

気
を
配
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
一
年
、
公
私
共
に
「
猪
突

猛
進
」
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
猛
進
」
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
読
み
や
す
く
、
み
な
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
広
報
紙
を
作
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
、
広
報
な
か
ま
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
新
）

●お問い合わせは…　なかまハーモニーホール1（２４５）８０００

入場無料

●と　き １月25日（木）
午後６時30分～

●ところ なかまハーモニーホール・
１階ロビー

●出　演 熊谷智子さん（ピアノ）
●曲　目 「ワンノートサンバ」、

「ル・ローヌ」ほか

今回で２度目の出演です。服部克久さんの作品からジャズ風、
ボサノバ、ポップス、懐かしの歌など色んなジャンルの曲を心込
めて演奏します。ぜひ聴きに来てください！

11月出演の「きの
こっこ」の二人

ミュージック・スクエア
出演者募集中
日ごろの練習の成果を発
表する絶好の機会です。

●チケットの取り扱いは…
●なかまハーモニーホール1093（245）8000 ９時～21時（水曜休館）
●中間市役所本館１Ｆ受付1093（244）1111 ９時～16時（土日祝休み）
●チケットぴあ10570（02）9999 ●ローソンチケット10570（084）008
※中間市役所、チケットぴあ、ローソンチケットでは販売していない券種がございます。
詳しくは、なかまハーモニーホールにお問い合わせください。

海援隊トーク＆ライブ2007
～君の住む町へ～

武田鉄矢の楽しいトークと「贈る言葉」
や「母に捧げるバラード」などの懐かしい
名曲を中心としたコンサートです。チケッ
ト好評発売中、良いお席はお早めに！

■平成19年２月16日（金）
午後７時開演（６時30分開場）

ブラスフェスタ2007 ～羽ばたけ！若きミュージシャンたち～
中間市内４中学校、中間高校吹奏楽部となかま市民吹奏楽団Ｓ.Ｏ.Ｂによる合同演奏
会を開催します。若さあふれる迫力のステージにご期待ください。

■平成19年１月21日（日）
午後３時開演（２時30分開場）

チ ケ ッ ト 好 評 発 売 中

【全席指定】一般前売4,000円
（当日4,500円）

Pコード：244-725 Lコード：81699

【全席自由】一般前売500円
（当日600円）


